
■平成28年度

課室所名 課室所長名
組織の使命

（組織のありたい姿）
プロモーション活動の取組

（市の魅力や価値の創造・発信のための取組）
職員数(人) うち正職員 うち非常勤職員

会計課 澤谷　敬

　◎正確で効率的な公会計事務の実施
　　　・的確な収支の審査
　　　・厳正な公金の出納と管理
　　　・確実な物品の管理
　　　・決算資料の作成と公表
　　　・源泉徴収制度に伴う個人番号関係事務の厳正な実施

　法律や条例に基づいた、厳正な公金の出納と管理に努め、年度の
出納閉鎖後には、その状況を整理し、速やかに決算資料を公表いた
します。

10 8
2
（内１名は出納整理期
間-4･5･3月、源泉徴
収事務期間-1月）

議会事務局 高橋　嘉

 議会事務局は、議会の補助機関として、次のことを使命とします。
①議会の「力」（地方自治体としての意思決定、執行機関の監視・
評価、議会側からの政策提案など）が十分に発揮され、円滑な議
会運営が図られるよう議員の職務を補佐すること。
②議会の「力」を高めるため、議会と市民の連携構築をサポートす
ること。

■議会から市民への情報発信、市民から議会への情報受信の取り組
み
これまでの成果を検証し、より効果的なものとなるよう、次のことに継続
的に取り組みます。
・議会だより、横手かまくらFM、インターネットなどを活用した情報発信
の充実
・議会報告会など、議会と市民の直接的な意見交換の場の充実
・市民の意見を把握し、議会で議論する仕組みとして、市民と議会と
の懇談会の開催

9 8 1

選挙管理委員会事務局 木村　亙
民主政治の確立に向け、公職選挙法などの法令に基づき、選挙が
適正に行われるよう、その管理執行を確実に行い、投票しやすい
環境づくりを積極的に推進する。

・公職選挙法改正等による選挙情報を積極的に発信することにより、
有権者の政治参加を推進し、投票率の向上を目指す。
・選挙権年齢が18歳以上に引き下げられ、初めての選挙となる参議
院議員通常選挙が執行されることに伴い、高校生や若者が政治や選
挙を身近に感じられるよう一層の選挙啓発の推進を図る。
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監査委員事務局 丹波　章
監査委員の命を受け、監査、検査及び審査に係る監査資料の収
集・調査をしながら監査委員の事務補助を行い、定期監査で指摘
を受けた事項等をフォローアップし、改善につなげる

・監査の質的強化
・計画的、効率的な執行
・専門的知識の向上
・指摘事項をフォローアップしながら業務改善につなげる
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農業委員会事務局 高橋　宣之

農地について、法令に基づいた許認可業務を適正に行い、「優良
農地の確保と有効利用」「担い手の確保・育成」に取り組む。農業
者の公的な代表機関として、農家の声を反映させ、農家の経営改
善及び経営の合理化を図り、農業の発展を目指す。

・農業委員が農地利用最適化推進の業務に取り組む。
・農地を守り、有効利用を図るために農業委員会の組織活動を強化し
ていく。
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行政委員会等

経営資源


